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ワードアートで文字をデザインしましょう。

「文字の効果」とは、作成したワードアートに「影・光彩・３－D・回転」などの視覚効果を文字に適用するツールです。

ワードアートのデザインの変更は、作成したワードアートをWクリック（あるいは、ドラッグ）で選択して「図形の書式」を選択。 → 以下の「図形の書式」タブのリボンから「ワードアートスタイル」の「文字の効果 ---影 のオプション」で変更します。
[image: ]
· 文字の効果―「ワードアートの影のオプション」を練習しましょう。
	ワードアートを作成し、設定された｛文字の効果｝の「影」は｛影のオプション｝で様々変更できます。
例えば、これまでの様に
「挿入」タブから「ワードアートの挿入▼」で

にて、
影のオプション

を作成します。
このワードアートには「影」が予め設定されています。
「影」を変更してみましょう
1 作成したワードアートをドラッグして選択します。
→「図形の書式」タブで、「文字の効果」の▼をクリックします。


2 「影」を選択し、最下段の「影のオプション」を選択。


	3 「影のオプション」を選択後、以下の「図形の書式設定」メニューが右側に表示されます。
ワードアート作成直後に予め設定されている設定です。


4 各種値を変更。例えば以下のように変更してみます。



影のオプション



以下の「ワードアート」のデザインを、左のように変更してみましょう
ここまでの練習を復習して下さい。


蜘蛛の巣城　　

フォント＝HG創英角ｺﾞｼｯｸUB　４８ポイント　太字解除
※文字の輪郭＝線なし
[image: ]
隠し砦の三悪人

フォント＝HGS行書体　３６ポイント　太字解除
※文字の輪郭＝線なし
[image: ]
影武者

フォント＝HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO　４８ポイント
[image: ]
左の例題のように作成してみましょう
「例題」と全く同じである必要はありません。
「影のオプション」の練習をしましょう。
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